
No.82　平成24年7月10日号　　●編集／企画財政課　☎0287-92-1114　Fax0287-92-1316
●発行／那珂川町役場／栃木県那須郡那珂川町馬頭409　URL http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp

夏季企画展

【会　　期】　8月3日（金）～9月9日（日）
【休 館 日】　8月6日、20日、27日、9月3日
【開館時間】　午前9時30分より午後5時まで
　　　　　　（但し入館は4時30分まで）

【入 館 料】　大　　　人　500円 （450円）
　　　　　　高・大学生　300円 （270円）
　※（ ）は20名以上の団体料金。
　※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料。

　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名は半額

　白く透き通った葉っ
ぱのような魚と細長
い魚。これは両方とも
ウナギの子供です。さ

て、どちらがお兄さん（いや、お姉さん？）でしょうか？
　正解は、下の細長いほうです。ウナギは、マリアナの
海で産卵し、卵から孵

かえ

った仔魚たちは成長するにつれ
てだんだん平べったい柳の葉のような形になっていき
ます。これを「レプトセファルス」といいます。ウナギは約
４ヶ月間この姿で過ごした後、今度は細長い「シラス」
に変わっていくのです。
　夏といえば蒲焼き、というぐらい私たちにとってウナ
ギは身近な生き物ですが、その生態は、長い間謎に包
まれていました。ウナギの卵も、産まれたばかりの子ど
もも誰も見たことがなかったのです。そのため、「ウナ
ギは泥の中から自然発生する」と考えた博物学者もい
ました。また、レプトセファルスは成長したウナギとは似
ても似つかない姿だったため、18世紀には、独立した魚
の一種とも考えられていました。
　しかし、東京大学の塚本勝巳先生をはじめとする研
究者たちによって、近年マリアナ海溝付近で天然の卵
が発見され、その回遊と繁殖生態がようやく明らかに
なってきました。
　今年の夏の展覧会では、浮世絵や蒲焼屋番付などに
より日本人とうなぎの関わりを見ていくとともに、マリア
ナ海溝で採取されたウナギの卵や泳ぐレプトセファル
ス、そして元気よく坂登りをするウナギの子供などを展
示します。また、昨年馬頭高校で成功したウナギの孵

ふ

化
か

の記録など、最新の研究情報も併せて展示します。
　知っているようで知らなかったうなぎ。その謎と神秘
に満ちた世界をお楽しみください。

馬頭広重美術館　主任学芸員　長井　裕子

レプトセファルスとシラスウナギ
（写真：独立行政法人水産総合研究センター提供）

第82回

平成うなぎ展 －うなぎの謎にせまる－

美術館にレプトセファルスがやってくる！
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【講演会】※小学校高学年から大人まで楽しめるお話です。
講師：塚本勝巳氏（東京大学大気海洋研究所教授）
日時：８月４日（土）　午後１時30分～　	
場所：那珂川町商工会館

【広重うなぎ祭り】　８月13日（月）
お盆のため美術館を無料開放します。
また、馬頭高校によるウナギのタッチコーナー
や鮎の甘露煮の販売などを行います。

広重「東海道五十三次」“食の街道　宿めぐり”で

江戸の食文化を味わいませんか
　１回目の今回は、江戸の宿場（日本橋、品川宿）の
特産品を使って、当時の江戸前料理を再現します。「食」
を通じて広重の時代に思いを馳

は

せてみませんか。
日　時：７月27日（金）午後５時30分～午後８時
場　所：馬頭広重美術館「広重街道」（入口周辺）
参加費：3,000円（観覧料・食事代込の前売券を販売します。）
問い合わせ：広重美術館友の会（☎0287－92－1199）

有料広告スペース（申し込み 0287－92－1114）


